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　授業、行事、施設等に関する保護者のみなさんの意見・感想

道徳教育の充実を図

り、豊かな人間性と感

性を育成するとともに、

いじめのない明るい学

校を目指す。

○道徳特任教員の指導の下、道徳科

の時間を確保して、考えて議論する道

徳の授業を展開し、「新しい道徳」を活

用した指導の工夫を図る。

○福祉教育に係る体験活動を実践す

る。

○特別支援学級や異学年との交流を

充実させる。

（児）学校で、まわりの人にやさしくしていますか。



（保）お子さんに思いやりや優しさ、感謝の気持ちが育っていますか。

（保）本校のいじめ防止基本方針（HP掲載）を知っていますか。

（保）学校はいじめなどのない楽しい学校づくりに努めていますか。

（保）本校に特別支援コーディネーターがいることを知っていますか。



（教）児童に思いやりや優しさ、感謝の気持ちが育つような適切な対応、声かけをしていますか。

（教）あなたは「わたしたちの道徳」の活用をはじめ、「豊かな人間関係作り」や「命の大切さ」に重点をおいて道徳の

　　　授業の充実を図り、いじめのない明るい学校づくりに努めていますか。

（教）あなたはいじめや類する状況に対し、毅然とした態度で取組むことができますか。

◎本年度から、校内研究教科を道徳科に変更し、特任教員の指導を適宜受けることにより、指導力向

上を図ることができた。

◎定期的に実施する「生活アンケート」の結果をもとにして、児童への聞き取りを行い、毎月の生徒指

導部会で全職員に報告し、共通理解を行うことができた。また、特別支援コーディネーターと連携する

ことで、児童は安心して話すことができている。そのことが保護者の数値に現れていると考えられる。

△他人に優しく接することができる児童の割合が昨年度より低くなっている。「道徳の時間」を確保し、

考えて論議する道徳授業となるよう努め、心の教育を推進していく。

△教員の道徳教育に対する意識をさらに高く持ち、道徳科を参観等で公開し、保護者との連携や地域

とのかかわりを深めるよう取り組んでいく。

基礎・基本の定着を重

視し、自ら学ぶ意欲と態

度、確かな学力を育成

する。

浦安市立明海南小学校



評価領域本年度の重点目標

具体的取組

（具体的な指標等）

  令和３年度　　　「学校教育活動に関する評価」アンケートの結果　及び　学校関係者評価表

アンケート内容とその結果

学校関係者評価委員会の意見成　果◎　・　課　題△

質問項目　児童：（児）　保護者：（保）　教職員：（教）　

安全点検を生かし、危

機管理に努める。

○安全点検の確実な実施により、事故

やけがを未然に防ぐ体制を構築する。

○不審者侵入や火災、地震発生に対

する避難体制、地域と連携した防災体

制を整備する。（外部施設との連携）

（児）困った時やなやんだ時に、相談できる人がいますか。



（保）教職員は、子どもの人権を尊重し、お子さんが困ったときなど適切に対応していますか。

（保）学校は子どもたちが安心して通わせられる環境になっていますか。



（教）学校事故を未然に防止するため、子どもの危険予知能力や危険回避能力の育成に努めていますか。

コミュニケーション能力

を身に付け、人との関

わりを大切にして活動

する意欲と態度を育て

る。

○「共感的理解」の醸造、「表現する

力」の育成を目指した研究を行う。

○様々な集団での異学年交流を行う。

○あいさつ運動を行う。

（児）すすんであいさつをしていますか。



（保）お子さんは、進んであいさつをしていますか。



（教）進んであいさつをするよう声かけをしていますか。

（教）あなたは、保護者及び地域の方々など、多様な人材を教育活動に登用し、学校（または学年）の活性化を図っています

か（キャリア教育・カリキュラムマネジメント）

（教）あなたは校内研の充実を図り、教科の実践研究を通して専門性を高め、資質の向上に努めていますか。

健康教育の推進と体力

の向上を図る。

○町探検や安全マップ・福祉マップの

作成等により、地域を理解する。

○地域を教材とした教育活動を実施

し、学習活動参観などを通して、保護

者や地域との関わりを深める。

（児）マナーを守り、地域にあるもの、皆で使うものなどを大切にしていますか。

（児）あなたは地域の活動に、進んで参加していますか。



（保)お子さんは、公共マナーを守り、地域の環境や施設等を大切にしていますか。

（保）お子さんは、きまりや約束事を守っていますか。

（保）お子さんは、地域の活動や行事に進んで参加し、地域の方と交流していますか。



（教）児童が公共マナーを守り、地域の環境や施設等を大切にする気持ちが育つような声かけをしていますか。

（教）児童が参加する地域の活動や行事について紹介していますか。

◎１・２年生では学区探険、３年生では地域の美化について学習を行った。特に、３年生の地域の美

化については、地域の方をはじめ公共施設などにも調査範囲を広げて調べて発表会を開催し、地域の

環境美化について意識の向上を図ることができた。

△地域への活動の参加については、やや向上してきているが、まだ参加する割合が低い。地域の活

動や行事についての紹介を機会あるごとに児童に知らせ、参加を促すようにしていく。しかし、コロナ禍

の状況の中であっても、保護者やＰＴＡ、学校支援コーディネーター、地域、おやじの会などの協力を

得ながら、地域行事やイベントを開催していただいた事はとても有難いことであった。

ここ最近、児童のスポーツに参加する人数が

減る傾向にある。現在行っている活動を継続し

て、1つの種目だけではなく、いろいろなスポー

ツを経験させてほしい。

コロナ感染予防をする中での授業は、大変な

ことのように思う。それでも児童の思いを大切

にして授業を進めているように思う。

生まれ育った明海地区

に誇りを持ち、地域の人

や施設等を大切にする

心や態度を育てる。

◎校内研では、「自ら学び　認め合い　たくましく生きる児童の育成～主体的・対話的で深い学びの実

現を目指して～」という主題のもと、道徳科で研究授業を行った。児童が自分の考えや思いを表現し、

伝え合うの楽しさを味わい、考えの深まりを体験するような授業改善ができてきた。

△今年度も、園小中連携教育の推進として、「あいさつ」を重点目標とし、生活委員会の児童が中心と

なって「あいさつ週間」を実施することができたが、まだあいさつが日常化していない。教職員が率先し

て挨拶をすることにより、児童に相手意識をもった挨拶ができるようにしていく。

○外部講師を活用した食育授業・命の

学習を行う。

○業間休みや昼休みを活用し、体育の

日常化に向けた取組を行う。



（保）学校がお子さんの体力向上をめざした取組みを行っていることを知っていますか。



（教）児童が楽しく学校生活を送れるよう対応していますか。

（教）児童の体力向上にむけ工夫していますか。

◎今年度は昨年度に引き続き、感染予防のため集団行動等に取り組むことがあまりできなかった。し

かし、体育委員会を中心とした短縄教室や投力をつける運動教室において、自分の記録を伸ばすこと

に意識して取り組み、体育学習とも連携して行うことで、休み時間にも体力向上に取り組む児童が増え

た。

△今年度は外部から講師を招き、直接指導していただくことが困難であったため、実践を進められな

かった。次年度は、ICT機器を活用して、社会人活用を行いながら、技術面の向上を図っていく。

○ＴＴや習熟度別学習など学習形態や

指導方法を工夫して、学習展開する。

○「ぐんぐんタイム」や「振り返り週間」

等による補充的な学習の時間を確保

する。

（児）授業中、すすんで学習していますか。

（児）学校での授業はわかりやすいですか。



（保）お子さんは、自分から進んで学ぼうとしていますか。

（保）学校がお子さんの学力向上のため、T･Tや少人数指導を行っていることを知っていますか。

（保）教職員は、個々のよさを引き出すよう子どもをよく見ながら、個に応じた支援をしていますか。



（教）主体的な学びになるよう工夫していますか。

（教）児童の実態をつかみ、学習形態や学習方法を工夫して、一人一人を大切にしたきめ細かな指導に努めていますか。

（教）あなたは、小学校と中学校段階の教育の役割を認識し、小・小、小・中、幼・小の各連携を深めていますか。

児童は、登下校時の様子を見る限り、あいさつ

が良くできていると思う。

地域の人材を効果的に活用することが大切な

ように思われる。何より「人との関わり」をより

向上させるためには、多様な人との関係を築

き、豊かな心を育む必要を感じる。

郷里の歴史や文化の理解を促進し、市の歴史

や文化を次世代へ正しく伝え、魅力的な地域

づくりにつなげていく必要がある。文化芸術活

動振興の担い手となる人材育成の取り組み

を、より一層充実していく必要がある。

明海南小・明海中が連携して、校内の危機管

理対応（不審者対応・避難訓練等）が行われ

ていることは重要なポイントである。引き続き、

不測の事態等も想定して、防犯・防災に対する

備えを地域とともに連携して、進めて頂きたい。

いつ起こるかわからない災害に対応していくに

は、日頃の訓練が必要である。

◎避難訓練や不審者対応訓練について、明海中学校と合同で実施することができた。特に教員研修

として実施した小中合同不審者対応訓練では、さすまたの実技演習や模擬訓練等を行った。また、小

中学校の校内体制について助言をいただき、中学校教員との共通理解を図ることができた。

△本校の相談窓口の一つであるSLCの不在期間が長く続いたため、相談に対応する機会が減少して

しまい、一部の児童や保護者の不安感を払拭することがやや困難であった。代替のSLCが２月４日に

着任し、養護教諭や特別支援コーディネーター、教頭等と相談業務内容を引き継ぎ、児童や保護者へ

の対応に備えていく。

総じて、人にやさしく、思いやりや感謝の気持ち

を思って接することのできる児童が多いことが

感じられる。

いじめのない、思いやり、優しさを持った児童た

ちが増える学校になるよう、より一層の指導を

行うことが重要である。豊かな心には、文化・

芸術の教育も必要である。また、道徳の時間を

確保し、心の教育を推進していく必要がある。

◎授業がわかりやすいという児童が昨年度同様に多く、T,Tや少人数での授業を効果的に行うことで、

達成感を感じていることが伺える。また、教職員は主体的な学びとなるよう工夫しているかの問いに対

して、全教職員が意識化できた。

◎新型コロナ感染症予防のため、各教科において、指導内容を工夫したり、少人数や複数で授業を行

うなどしたりして、きめ細かな指導を心がけることができた。

△主体的な学びとなるように全教職員は意識化できたが、児童や保護者の評価は低い。話し合い活

動を積み重ねることや互いのよさを認め合うこと、意思決定をする場面を意図的に組み入れることな

どの授業改善に努めていく。

コロナ禍にあって、学びの場を向上させていく

ことが厳しい状況にもかかわらず、分かりやす

い授業、主体的な授業を創り出そうと努力して

いる学校全体の姿を感じる。

児童は、しっかりとその期待を受けながら、学

びを続けている様子も見ることができた。

・台風や大雨などでお迎えが必要になる場合や、登校を遅くする場合など、早めの判断、連絡がほしいです。【お子様の安全を第一に考え、明海中学校との連携を図りながら、連絡メール等を活用した迅速な対応に努めます。】

・コロナ禍以降学校の様子があまりわからない。保護者同士の交流も学校へ行く機会も減った中、子供たちの様子や関わりをもう少し知りたい。【学習参観や保護者会等を実施する予定です。状況に応じて、オンライン配信等を行います。】

・コロナで仕方ないとは思いますが、感染者数が減ってきたら保護者がお手伝いできる機会（読み聞かせ、図工や家庭科など）の復活をお願いしたいです。【状況を鑑みながら、保護者の方のお手伝い等をお願いしていきます。】





自ら学び　認め合い

たくましく生きる

児童の育成

○人間性豊かな児童の育成のため創

意工夫のある教育活動の推進に努め

る。

○明海中学校との連携活動や明海小

学校、明海認定こども園等との交流活

動を行う。

（児）学校へ行くのは楽しいですか。

（児）今、自分には自信（得意なものなど）がありますか。

（児）明海南小学校をきれいにしようと、掃除をがんばっていますか。



（保）お子さんは学校へ楽しんで通っていますか。

（保）お子さんは、自分に自信（得意なものなど）がありますか。





（教）あなたは子どもたちの自主的な体験活動の機会となるよう、活動や内容を創意工夫し実践していますか。(カリキュラ

ムマネジメント）

（教）児童は明海南小学校をきれいにしようと掃除に取り組んでいますか。

◎今年度も「あいさつ」同様、園小中連携教育の推進として、「清掃」を重点目標として取り組んだ。職

員の清掃指導に対する意識が向上したことにより、児童の清掃活動に対する意識も向上してきてい

る。今後は、清掃用具の工夫を施し、少ない人数で広い場所を効率的に清掃を行っていく。

◎昨年度同様、今年度も保護者に子どもたちの様子を直接見ていただく機会が少なかったが、ＨＰの

更新回数の増加、オンラインによる学習参観や６年生を送る会リハーサルの公開など、ICT機器を活

用して学校の様子を伝えることに努めることができた。

△学校へ通う楽しさについては、保護者の数値は昨年度と同程度のものであったが、児童については

全体で６ポイントほど低い結果となった。わかる授業の実践や休み時間の遊び方の工夫など、コロナ

禍で学校生活全般に行動制限が行われている中でも実践できることを模索していく。



学校が楽しい場であること＝学びが楽しいとい

う思いを持てることは、大変、重要なテーマで

ある。学年別・授業内容別に、分析して、「学校

に行くのは楽しいか」という設問の回答が、低く

なった原因をじっくりと検討してほしい。

見聞を広め、知識や経験教養を高めること、い

ろいろなことにチャレンジする気持ちを持つこと

が大切である。

わかる授業を作り出す教師の努力は、十分に

感じることができる。教師の活動やその内容に

ついて、工夫していることもうかがえる。


